
平
成
二
十
八
年
十
二
月
九
日
提
出

質

問

第

二

〇

四

号

北
総
鉄
道
の
運
賃
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

斉

藤

和

子
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北
総
鉄
道
の
運
賃
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
総
線
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
が
都
心
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
唯
一
の
鉄
道
と
し
て
計
画
さ
れ
、
一
九
七
九
年
に
小
室

駅
・
北
初
富
駅
間
を
開
業
し
た
。
一
九
八
四
年
に
は
小
室
駅
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
間
、
一
九
九
一
年
に
京
成
高
砂

駅
・
新
鎌
ヶ
谷
駅
間
を
営
業
開
始
。
一
九
九
五
年
に
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
・
印
西
牧
の
原
駅
間
に
延
伸
し
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
印
西
牧
の
原
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間
が
開
通
し
て
、
京
成
高
砂
駅
か
ら
印
旛
日
本
医
大
駅
の
全
線
が
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
路
線
は
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
京
成
電
鉄
（
株
）
が
第
二

種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
京
成
成
田
空
港
線
（
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
）
を
開
業
し
た
。
線
路
は
現
在
、
北
総
鉄
道
（
株
）
が

京
成
高
砂
駅
か
ら
小
室
駅
ま
で
の
十
九
�
八
㎞
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
（
株
）
が
小
室
駅
か
ら
印
旛
日
本
医
大
駅
ま
で
の

十
二
�
五
㎞
、
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
（
株
）
が
印
旛
日
本
医
大
駅
か
ら
接
続
点
ま
で
の
十
�
七
㎞
、
成
田
空
港
高
速
鉄
道

（
株
）
が
接
続
点
か
ら
成
田
空
港
駅
ま
で
の
八
�
四
㎞
を
保
有
し
て
い
る
。
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
は
こ
の
各
社
が
保
有
す

る
線
路
を
使
用
し
て
空
港
旅
客
の
運
送
を
行
っ
て
い
る
。

北
総
線
は
現
在
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
に
と
っ
て
、
生
活
上
な
く
て
は
な
ら
な
い
足
と
な
っ
て
い
る
が
、
運
賃
は
Ｊ
Ｒ

や
他
の
首
都
圏
の
主
要
民
間
鉄
道
と
比
べ
、
普
通
運
賃
、
定
期
運
賃
と
も
に
二
倍
か
ら
数
倍
と
極
め
て
高
く
、
住
民
に
と
っ
て

一



長
年
に
わ
た
り
多
大
な
負
担
と
な
っ
て
き
た
。
印
西
市
や
白
井
市
の
住
民
意
識
調
査
で
、
北
総
線
の
運
賃
問
題
が
市
民
に
と
っ

て
最
大
の
不
満
点
で
あ
り
関
心
事
だ
と
さ
れ
た
（
印
西
市
二
〇
一
一
年
度
、
白
井
市
二
〇
一
四
年
度
）
こ
と
は
、
依
然
と
し
て

沿
線
住
民
が
高
運
賃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
運
賃
に
関
連
し
て
質
問
す
る
。

一

北
総
線
の
高
運
賃
に
つ
い
て

政
府
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
日
付
で
穀
田
恵
二
衆
議
院
議
員
が
提
出
し
た
「
京
成
電
鉄
成
田
空
港
線
運
賃
認
可
及
び
北

総
線
運
賃
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
い
て
、
「
北
総
線
運
賃
が
都
市
高
速
鉄
道
と
し
て
極
め
て
高
い
と
い
う
認
識
は
あ

る
か
」
と
の
質
問
に
「
各
鉄
道
事
業
者
の
運
賃
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。
こ
れ
で
は
質
問

に
答
え
て
い
な
い
。

改
め
て
聞
く
。
北
総
線
は
京
成
高
砂
駅
か
ら
印
旛
日
本
医
大
駅
で
切
符
の
大
人
片
道
普
通
旅
客
運
賃
は
八
百
二
十
円
。
こ

れ
に
対
し
近
隣
の
主
要
鉄
道
を
見
る
と
、
同
様
の
キ
ロ
程
に
お
け
る
切
符
の
大
人
片
道
普
通
旅
客
運
賃
は
、
京
成
電
鉄
で
四

百
九
十
円
、
東
武
鉄
道
で
四
百
七
十
円
、
小
田
急
電
鉄
で
三
百
七
十
円
、
東
京
地
下
鉄
で
三
百
十
円
、
京
王
電
鉄
で
三
百
四

十
円
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
で
四
百
六
十
円
、
西
武
鉄
道
で
四
百
十
円
、
東
京
急
行
電
鉄
で
三
百
三
十
円
、
京
浜
急
行
電
鉄
で

四
百
三
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
幹
線
で
五
百
八
十
円
、
電
車
特
定
区
間
（
山
手
線
）
で
五
百
五
十
円

二



で
あ
る
。
か
つ
て
、
鳩
山
�
夫
総
務
大
臣
は
二
〇
〇
九
年
三
月
十
三
日
の
衆
院
総
務
委
員
会
で
北
総
線
の
運
賃
を
「
異
常
な

高
さ
」
と
答
弁
し
た
。
政
府
は
今
も
な
お
、
北
総
線
は
こ
れ
ら
近
隣
鉄
道
と
比
較
し
極
め
て
高
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

二

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
線
路
使
用
料
の
不
均
衡
と
認
可
の
判
断
に
つ
い
て

北
総
線
を
め
ぐ
る
線
路
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
京
成
電
鉄
が
北
総
鉄
道
に
正
当
に
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
不
合
理
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
正
せ
ば
運
賃
値
下
げ
の
十
分
な
原
資
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
北
総
鉄
道
に
対
す
る

線
路
使
用
料
問
題
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
ら
の
不
合
理
の
一
つ
で
あ
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
対
す
る
線
路
使
用
料
問
題

を
中
心
に
尋
ね
る
。

�

北
総
線
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
の
都
心
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
と
も

に
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
五
十
一
�
四
㎞
中
、
三
十
二
�
三
㎞
、
約
六
十
三
％
を
担
っ
て
い
る
。

一
方
、
成
田
空
港
・
京
成
高
砂
間
を
第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
運
行
す
る
京
成
電
鉄
が
線
路
を
所
有
す
る
四
社
に

払
っ
て
い
る
線
路
使
用
料
は
、
総
額
で
六
十
一
億
千
四
百
十
九
万
千
円
（
二
〇
一
四
年
度
鉄
軌
道
報
告
書
）
で
あ
る
が
、

こ
の
内
、
北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
北
総
線
関
連
二
社
へ
の
支
払
額
は
合
わ
せ
て
わ
ず
か
十
八
億
九
千
三

百
九
十
二
万
七
千
円
で
あ
る
。

三



二
社
は
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
内
、
主
要
部
分
と
い
う
べ
き
六
十
三
％
の
線
路
を
提
供
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
受
け
取
る
線
路
使
用
料
は
総
支
払
額
の
三
十
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
不
均
衡
で
あ
る
。
こ
の
不

均
衡
に
対
す
る
認
識
及
び
線
路
使
用
料
申
請
を
認
可
し
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

�

北
総
線
の
内
、
小
室
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間
（
十
二
�
五
㎞
）
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
所
有
す
る
線
路
で
あ

り
、
京
成
電
鉄
と
北
総
鉄
道
は
第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
線
路
使
用
料
を
支
払
っ
て
運
行

し
て
い
る
。
二
社
の
年
間
の
車
両
走
行
距
離
は
、
京
成
電
鉄
が
両
社
を
合
わ
せ
た
内
の
約
四
十
四
％
、
北
総
鉄
道
が
約
五

十
六
％
で
、
車
両
の
重
量
を
加
味
す
れ
ば
線
路
に
及
ぼ
す
負
荷
は
両
社
と
も
に
同
等
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
支
払
っ
て
い
る
線
路
使
用
料
は
、
京
成
電
鉄
が
三
億
五
千
九
百
五
十
二
万
円
、
北
総
鉄
道
が
二
十
五
億
三
百

九
十
六
万
円
（
二
〇
一
四
年
度
、
三
社
の
財
務
諸
表
か
ら
推
計
）
と
約
七
倍
の
大
き
な
差
が
あ
り
、
あ
ま
り
に
不
公
平
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
京
成
電
鉄
が
北
総
鉄
道
に
多
大
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
、
百
％
子
会
社
た
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鉄
道
を
通
じ
て
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
構
図
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
不
公
平
に
対
す
る
認
識
及
び
こ
の
線

路
使
用
料
申
請
を
認
可
し
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

�

前
記
穀
田
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
�
（
�
）
に
お
い
て
不
公
平
な
線
路
使
用
条
件
の
認
可
を
質
し
た
の
に
対
し
、
国

四



は
「
北
総
鉄
道
及
び
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会
社
が
京
成
電
鉄
に
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
線
路
を
使
用
さ
せ
る
に
当

た
っ
て
定
め
た
使
用
料
そ
の
他
の
使
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
お
い
て
は
、
鉄
道
事
業
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
を
受
け
て
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
適
正
に
認
可
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
線
路
使
用
料
の
取
り
決
め
が
、
客
観
的
に
見
て
ど
ん
な
に
不
合
理
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
さ
え
合
意

し
て
い
れ
ば
、
鉄
道
事
業
法
第
十
五
条
第
三
項
の
「
鉄
道
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
」
が
な

い
と
認
め
、
無
条
件
に
認
可
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

ま
た
、
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
当
事
者
の
合
意
内
容
が
、
独
禁
法
が
禁
止
し
て
い
る
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
の
か
、
重
ね
て
見
解
を
問
う
。

三

線
路
使
用
料
と
鉄
道
運
賃
の
関
係
に
つ
い
て

前
記
穀
田
恵
二
衆
議
院
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
の
�
（
�
）
①
で
、
「
不
公
正
な
線
路
使
用
料
契
約
を
た
だ
し
、
京
成

電
鉄
が
北
総
鉄
道
に
適
正
な
線
路
使
用
料
を
支
払
え
ば
、
北
総
線
の
高
運
賃
を
値
下
げ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
「
線
路

使
用
料
」
と
「
運
賃
」
の
関
係
を
質
問
し
た
の
に
対
し
、
国
は
こ
の
点
に
関
し
て
答
え
な
か
っ
た
。

五



し
か
し
、
線
路
使
用
料
の
多
寡
は
適
正
原
価
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
運
賃
決
定
に
直
接
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と

は
、
一
九
八
六
年
十
一
月
二
十
七
日
、
参
議
院
・
日
本
国
有
鉄
道
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
鉄
道
事
業
法
案
審
議
の
中

で
橋
本
龍
太
郎
運
輸
大
臣
の
次
の
答
弁
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
鉄
道
線
路
を
敷
設
す
る
者
と
そ
の
鉄
道
線
路
を
使
用
し
て
運
送
を
行
う
者
と
が
別
々
の
場
合
、
利
用
者
に
良
好
か
つ
安
定

的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
た
め
に
は
、
両
者
が
適
正
な
事
業
運
営
の
も
と
に
安
定
的
な
鉄
道
線
路
の
使
用
関
係

を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
私
ど
も
は
思
い
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
ま
い
り
ま
す
と
、
両
者
で
鉄
道
線
路

の
譲
渡
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
支
払
い
代
金
及
び
そ
の
支
払
い
方
法
な
ど
が
第
一
種
鉄
道
事
業
者
の
運
賃
に

直
接
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
運
賃
水
準
と
い
う
も
の
を
適
正
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
譲
渡
価
格

な
ど
に
つ
い
て
認
可
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
（
以
下
略
）
」
。

こ
れ
は
、
線
路
の
使
用
権
に
か
か
る
金
銭
の
支
払
い
が
運
賃
に
「
直
接
影
響
す
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
譲
渡
代
金

で
あ
っ
て
も
線
路
使
用
料
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
同
様
に
「
認
可
に
か
か
ら
し
め
」
て
い
る
。
そ
こ
で
質

問
す
る
。

�

線
路
使
用
料
に
つ
い
て
も
第
一
種
及
び
第
二
種
鉄
道
事
業
者
の
運
賃
に
直
接
影
響
を
与
え
る
、
と
の
前
記
の
大
臣
見
解

六



を
今
も
踏
襲
し
て
い
る
か
。
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
、
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

北
総
鉄
道
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
支
払
う
線
路
使
用
料
は
、
後
述
の
よ
う
に
「
小
室
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間

の
運
賃
収
入
」
の
全
額
で
あ
り
、
二
〇
一
四
年
度
の
支
払
額
は
前
述
の
通
り
二
十
五
億
三
百
九
十
六
万
円
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
区
間
の
北
総
鉄
道
の
第
二
種
鉄
道
事
業
と
し
て
の
営
業
収
支
は
、
収
益
合
計
が
三
十
一
億
九
千
五
十
三

万
九
千
円
（
鉄
道
事
業
報
告
書
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
営
業
費
合
計
が
四
十
一
億
二
千
四
百
六
十
四
万
三
千
円
と
九
億

三
千
四
百
十
万
四
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
は
こ
の
赤
字
分
を
別
区
間
の
第
一
種
鉄
道
事
業
に
よ
る
運
賃
収
入

等
で
補
填
し
て
い
る
関
係
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
お
い
て
、
北
総
鉄
道
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
支
払
う
線
路
使
用
料
を
引
き
下
げ
れ

ば
、
適
正
原
価
が
引
き
下
が
り
、
ひ
い
て
は
運
賃
を
値
下
げ
し
う
る
原
資
と
な
る
。

多
く
の
住
民
か
ら
は
こ
の
線
路
使
用
料
の
引
き
下
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
要
望
に
対
す
る
国
の
認
識
を

問
う
。

四

北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
線
路
使
用
料
契
約
に
つ
い
て

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
（
小
室
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間
十
二
�
五
㎞
）
は
、
元
々
は
現
「
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
」
の
前
身
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で
あ
る
「
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
」
に
よ
り
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
建
設
が
始
め
ら
れ
、
二
〇

〇
〇
年
に
小
室
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間
の
全
線
が
開
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
二
〇
〇
三
年
に
、
国
の
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
に
よ
っ
て
鉄
道
事
業
の
整
理
が
求
め
ら
れ
、
国
・
千
葉
県

を
含
む
関
係
者
の
協
議
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
に
京
成
電
鉄
の
百
％
子
会
社
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
営
業
譲
渡
さ
れ

た
。こ

の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
三
十
日
付
で
都
市
基
盤
整
備
公
団
及
び
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
が
国
に

提
出
し
た
「
鉄
道
事
業
譲
渡
譲
受
認
可
申
請
書
」
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
二
〇
〇
一
年
十
二
月
の
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
に
お
い
て
『
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
は
採
算
性
の
確
保
の
た
め
の
事

業
の
見
直
し
等
を
行
う
』
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
と
し
て
は
（
中
略
）
鉄
道
事
業
の
収
支
改
善
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
有
効
な
方
策
を
見
出
す
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
印
旛
日
本
医
大

か
ら
成
田
空
港
ま
で
の
延
伸
計
画
が
、
成
田
新
高
速
鉄
道
事
業
と
し
て
具
体
化
し
、
将
来
、
北
総
公
団
線
を
利
用
し
た
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
が
予
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
間
で
、
そ
の
運
行
主
体
で
あ
る
京
成
グ
ル
ー
プ

へ
の
事
業
譲
渡
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
や
千
葉
県
と
ご
相
談
し
な
が
ら
、
今
般
の
特
殊
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法
人
改
革
の
趣
旨
及
び
公
団
鉄
道
の
運
営
経
緯
等
を
も
勘
案
し
、
検
討
を
進
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
の
鉄
道
事
業
の
あ
り

方
と
し
て
は
、
京
成
グ
ル
ー
プ
の
一
体
的
な
運
営
に
よ
り
事
業
の
安
定
的
な
経
営
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
達

し
、
そ
の
結
果
、
本
年
二
月
に
、
『
京
成
電
鉄
が
新
た
に
設
立
す
る
百
％
子
会
社
で
あ
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会

社
が
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
後
速
や
か
に
公
団
鉄
道
事
業
を
譲
り
受
け
る
』
こ
と
で
基
本
的
合

意
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
」

こ
の
よ
う
に
本
件
の
鉄
道
事
業
譲
渡
譲
受
の
過
程
に
お
い
て
国
は
、
申
請
の
審
査
・
認
可
の
手
続
き
に
関
わ
っ
た
。
さ
ら

に
二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
七
日
付
で
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
総
裁
、
京
成
電
鉄
株
式
会
社
代
表
取
締
役
、
千
葉
県
知
事
の
三

者
で
交
わ
さ
れ
た
「
合
意
書
」
に
国
土
交
通
省
鉄
道
局
長
が
立
ち
会
っ
て
記
名
押
印
し
て
い
る
。
こ
の
譲
受
に
よ
っ
て
、
北

総
鉄
道
と
都
市
基
盤
整
備
公
団
が
結
ん
で
い
た
諸
協
定
が
、
包
括
的
に
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会
社
へ
移
行
し
た
。

こ
の
「
合
意
書
」
は
第
四
項
に
「
京
成
電
鉄
関
連
会
社
は
、
本
鉄
道
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
の
基
幹
的
交
通
機
関
と
し

て
公
的
助
成
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
譲
受
後
も
現
状
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
国
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
事
業
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住

民
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
指
導
・
監
督
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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そ
こ
で
質
問
す
る
。

�

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
は
前
述
の
よ
う
に
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
主
要
な
構
成
部
分
と
し
て
、
空
港
旅
客
輸

送
を
分
担
し
て
い
る
。
そ
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
経
営
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
北
総
鉄
道
が
支
払
っ
て
い
る

線
路
使
用
料
で
あ
る
。
そ
の
線
路
使
用
料
の
原
資
は
北
総
鉄
道
の
第
一
種
事
業
の
収
入
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ

ず
沿
線
住
民
が
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
高
い
運
賃
で
あ
る
。
こ
の
構
図
か
ら
言
え
る
の
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鉄
道
が
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
を
果
た
し
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、
住
民
が
高
運
賃
を
払
う
こ
と
で
逆
に
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
を
支
え
、
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
支
え
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
は
な
い
の
か
。
見
解
を
問
う
。

�

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
が
都
市
基
盤
整
備
公
団
か
ら
引
き
継
い
だ
「
鉄
道
事
業
の
経
営
に
関
す
る
基
本
協
定
」
「
鉄

道
施
設
及
び
車
両
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」
等
に
よ
る
と
、
北
総
鉄
道
が
支
払
う
線
路
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
「
北
総
・

公
団
線
区
間
に
係
る
運
輸
収
入
相
当
額
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
決
め
ら
れ
た
の
は
、
「
北
総
公
団
線
」
が
小
室
か
ら
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
で
の
四
�
〇
㎞
し
か
な
か
っ
た
時

期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
小
室
駅
・
印
西
牧
の
原
駅
間
（
八
�
七
㎞
）
」
「
小
室
駅
・
印
旛
日
本
医
大
駅
間
（
十
二
�

五
㎞
）
」
へ
延
伸
し
て
当
初
と
条
件
が
変
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
北
総
・
公
団
線
区
間
に
係
る
運
輸
収
入
相
当
額
」

一
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の
規
定
は
見
直
さ
れ
ず
、
ず
る
ず
る
と
今
日
も
引
き
継
が
れ
、
支
払
う
線
路
使
用
料
が
前
述
の
よ
う
に
多
額
に
な
っ
て
い

る
。
国
が
こ
う
し
た
不
合
理
を
黙
認
し
て
き
た
こ
と
は
前
記
「
合
意
書
」
に
立
ち
会
っ
た
責
任
上
、
職
務
怠
慢
で
は
な
い

の
か
。
見
解
を
問
う
。

�

線
路
使
用
料
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
法
第
十
五
条
第
三
項
に
よ
り
「
鉄
道
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
」
場
合
に
認
め
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
適
正
な
運
営
の
確
保
」
と
は
借
り
る
側

だ
け
で
な
く
、
貸
す
側
も
「
適
正
な
運
営
」
を
満
た
す
べ
き
こ
と
は
、
前
記
橋
本
龍
太
郎
運
輸
大
臣
が
「
両
者
が
適
正
な

事
業
運
営
の
も
と
に
安
定
的
な
鉄
道
線
路
の
使
用
関
係
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
通
り
で

あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
北
総
鉄
道
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
に
支
払
う
線
路
使
用
料
の
取
り
決
め
内
容
は
、
北

総
鉄
道
が
こ
の
区
間
で
絶
対
に
利
益
が
上
げ
ら
れ
な
い
仕
組
み
で
あ
り
、
「
適
正
な
運
営
」
な
ど
と
は
言
え
な
い
。
こ
の

よ
う
な
内
容
の
北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
と
の
線
路
使
用
料
契
約
を
申
請
通
り
認
可
し
た
の
は
鉄
道
事
業
法

第
十
五
条
第
三
項
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
お
尋
ね
す
る
。

�

前
記
「
鉄
道
事
業
の
経
営
に
関
す
る
基
本
協
定
」
「
鉄
道
施
設
及
び
車
両
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」
等
に
よ
る
と
こ
れ

一
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ら
の
協
定
の
更
改
期
は
二
〇
一
八
年
三
月
末
で
あ
る
。
ま
た
、
線
路
使
用
料
の
取
り
決
め
に
は
「
当
分
の
間
（
公
団
鉄
道

の
収
支
で
損
益
計
算
上
累
積
欠
損
が
解
消
す
る
ま
で
の
間
）
」
と
の
条
件
が
付
さ
れ
て
お
り
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道

に
移
行
し
て
か
ら
の
「
累
積
赤
字
」
も
今
後
数
年
内
に
は
解
消
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

国
は
協
定
の
更
改
期
を
待
つ
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
不
合
理
を
正
す
よ
う
に
、
京
成
電
鉄
、
北
総
鉄
道
、
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
鉄
道
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

五

人
口
増
に
よ
る
運
賃
値
下
げ
に
つ
い
て

政
府
は
一
九
八
八
年
、
首
都
圏
に
お
け
る
大
都
市
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
都
区
部
以
外
の
地
域
で
相
当
程
度
広
範
囲

の
地
域
の
中
核
と
な
り
、
業
務
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
諸
機
能
の
適
正
配
置
の
受
け
皿
と
な
る
べ
き
業
務
核
都
市
を
、
多
極

分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
（
一
九
八
八
年
制
定
）
に
お
い
て
制
度
化
し
た
。
千
葉
県
は
こ
れ
に
基
づ
き
二
〇
〇
四
年
、
成

田
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
業
務
核
都
市
基
本
構
想
を
策
定
。
北
総
線
を
含
む
東
京
と
成
田
空
港
を
結
ぶ
鉄
道
を
交
通
の
基
軸

と
し
て
沿
線
地
域
に
企
業
誘
致
を
図
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
対
象
と
な
る
成
田
市
、
印
西
市
、
白
井
市
、
富
里
市
に
は
業
務
集
積
が
進
み
、
人
口
は
当
初
の
十
九
万
人
弱

か
ら
事
業
開
始
時
の
予
想
を
上
回
る
三
十
四
万
人
以
上
に
大
幅
に
増
加
。
北
総
線
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
都
心
へ
の
通

一
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勤
需
要
の
み
な
ら
ず
、
都
心
か
ら
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
各
駅
へ
の
通
勤
需
要
も
増
大
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
北
総
鉄
道
の
経
常

利
益
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

�

成
田
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
業
務
核
都
市
の
広
域
連
携
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
こ
の
構
想
の
基
軸

と
な
る
北
総
線
の
利
用
者
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
十
年
間
の
利
用
者
の
拡
大
数
に
つ
い
て
、
政
府

の
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。

�

北
総
線
が
利
用
者
を
拡
大
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
運
賃
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
成
田
・
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
業
務
核
都
市
と
し
て
今
後
育
成
し
て
い
く
上
で
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
需
要

の
増
大
に
応
じ
て
運
賃
を
引
き
下
げ
、
利
用
者
に
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。
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